
　
十
二
月
十
一
日
　
日
曜
日

　
山
田
脩
二
の
軌
跡
、
兵
庫
県
立
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
の
為
の
原
稿
書
く
も
、

う
ま
く
ゆ
か
ず
、
七
、
八
枚
没
に
す
る
。
山
田
の
事
だ
。
十
枚
二
時
間
で
書

い
て
し
ま
お
う
、
と
い
う
の
が
何
と
も
は
や
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
構

え
た
わ
け
で
は
な
い
。
勿
論
淡
々
と
し
て
書
こ
う
と
思
っ
た
の
が
上
手
く
ゆ

か
な
か
っ
た
。
少
し
計
り
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム

ス
タ
イ
ル
を
新
し
い
ス
タ
イ
ル
に
代
え
た
の
が
、
こ
ん
な
風
に
響
い
て
き
て

る
の
か
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
方
は
何
の
と
ど
こ
お
り
も
無
く
進
ん
で
い
る
の

だ
が
。

　
夕
方
、
佐
藤
論
よ
り
Ｔ
Ｅ
Ｌ
。
佐
藤
健
の
会
は
今
年
は
四
人
位
で
や
り
た

い
と
い
う
。
も
う
三
年
に
な
る
な
、
健
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
。

　
十
二
月
十
四
日

　
十
二
時
研
究
室
。
打
合
わ
せ
少
々
。
十
三
時
頃
淡
路
島
の
山
田
脩
二
氏
来

室
。
明
日
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
準
備
の
後
、
い
さ
さ
か
の
、
ま
じ
め
な
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。
脩
ち
ゃ
ん
と
真
面
目
に
話
し
た
の
は
何
十
年
振
り
だ
な
。
面
白
か

っ
た
。
兵
庫
県
立
美
術
館
の
「
山
田
脩
二
の
軌
跡
」
展
カ
タ
ロ
グ
の
為
に
十

枚
程
書
く
の
で
、
チ
ョ
ッ
と
聞
き
た
い
事
が
あ
っ
た
。
い
い
の
が
書
け
そ
う

だ
。

　
二
十
一
時
過
、
次
女
友
美
ア
メ
リ
カ
よ
り
一
時
帰
国
。
や
は
り
顔
を
見
る

と
安
心
す
る
。

　
十
二
月
十
五
日

　
十
二
時
、
農
村
研
究
会
。
八
十
五
名
の
参
加
者
。

　
農
文
協
甲
斐
氏
事
例
報
告
。
淡
路
島
山
田
脩
二
淡
路
百
景
。
利
根
町
佐
藤

さ
ん
百
人
ス
ク
ー
ル
。
石
山
研
野
村
、
丹
羽
、
渡
辺
、
提
案
。
結
城
登
美
雄
、

甲
斐
、
高
野
孟
、
利
根
町
長
、
座
談
。
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
山
田
脩
二
に
初
め

て
接
し
た
人
は
驚
い
た
ろ
う
。
皆
ど
う
思
わ
れ
た
か
知
ら
ぬ
が
、
山
田
さ
ん

に
来
て
貰
っ
て
良
か
っ
た
。
い
ず
れ
、
お
百
姓
さ
ん
達
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
っ
た
ら
山
田
さ
ん
は
不
可
欠
な
人
材
だ
。
十
六
時
半
修
了
。
利

根
町
の
方
々
に
は
お
に
ぎ
り
、
お
そ
う
ざ
い
、
お
し
ん
こ
等
用
意
し
て
い
た

だ
き
、
御
礼
も
言
え
ず
失
礼
し
た
。
町
長
さ
ん
も
、
い
き
な
り
座
談
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
失
礼
を
大
目
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
新
潟
市
長
篠
田
昭
氏
、
市
政
創
造
推
進
室
高
橋
建
造
氏
参
会
。
研
究
会
終

了
後
研
究
室
で
話
す
。
利
根
町
に
引
き
続
き
新
潟
市
が
　
世
紀
農
村
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
の
場
に
な
っ
て
く
れ
る
と
良
い
な
。
十
八
時
新
大
久
保
近
江
屋

で
懇
親
会
。
佐
賀
新
聞
の
梅
木
君
も
遠
く
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
い
ず

れ
佐
賀
で
も
　
世
紀
農
村
の
ひ
な
型
を
試
み
た
い
。

　
修
了
後
、
新
宿
池
林
坊
で
、
山
田
、
甲
斐
、
梅
木
と
少
々
飲
む
。
山
田
脩

二
絶
好
調
の
半
日
で
あ
っ
た
。

　
一
月
は
趣
き
を
少
し
変
え
て
、
場
所
を
利
根
町
に
変
え
て
み
る
の
も
良
い

か
な
と
フ
ト
思
っ
た
り
し
た
。
二
十
三
時
半
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
北
海
道
十
勝
で
高
野
氏
と
坂
田
明
が
隣
人
で
あ
っ
た
の
を
初
め
て
知
る
。

結
城
さ
ん
は
明
日
か
ら
沖
縄
だ
そ
う
で
、
忙
し
い
日
々
を
相
変
わ
ら
ず
送
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
体
を
い
た
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
研
究
室
の
連
中
も
良
く
準
備
し
て
く
れ
た
。
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